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１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    モテ ギ  チ アキ 

氏   名   茂 木 千 明 
職   名  准教授 

人間学部 心理福祉学科  

取 得 学 位  博士（学術）   

(大学名）    東北学院大学        （取得年月） 2004年 3月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1．「紙上ソーシャルアトム」を活用した授業の実施 

 

2．「心理福祉総合演習Ⅱ」「心理福祉基礎演習Ⅲ・Ⅳ」（２年基礎ゼミ） 

  フィールドワーク研究指導・報告書作成・ 

学外の調査協力者への報告書の送付 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．「コミュニケーション演習」において ENDCOREｓを用いて教育効果 

を測定 

2013.4～ 

 

2015.4～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022.4～ 

「心理福祉入門」の授業の中で、学生の自己理解に役立てることを目的に実施。 

 

2015 年度：「個人としての私☆職業人としての私：女子大生の考える『就活メイク

＆職業別メイク』」 

2016年度：「法学部でない私たちが『18歳選挙権』について考えた」 

2018年度：「小学生の放課後の過ごし方・遊び場」 

2019年度：「高齢ドライバーの実態と対策 ～若者に「できること」「伝えたいこと」 

「知ってほしいこと」とは～ 」 

2021年度：「コロナ禍における消費傾向の変化と課題 ～新しい生活様式の中で 

より快適に過ごすために～ 」 

2023年度：「SNS利用とトラブルの傾向と対策 ～10代の若者による Twitterの 

活用増加に着目して～」 

 

コミュニケーション・スキルについて授業回ごとに ENDCOREｓで測定し、その変化

を検討。学生自身も自分の 15 回授業を通しての変化を検討するｊことで、コミュニ

ケーション能力の向上に役立てることを目的としている。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著 

共著 

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合） 

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

1. 守秘義務教育の現状と課題（1）：保育園実習を

終えた本学学生と現場の保育士および幼稚園教諭

を対象として 

 

 

2. 児童養護施設の子どもが作成した生活関係図：

家族関係単純図式投影法を応用して 

 

 

3. 守秘義務教育の現状と課題（2）：教師とスクール

カウンセラーを対象として 

 

 

 

 

4. 「コミュニケーション演習」の教育効果に関する検

討：受講生のコミュニケーション・スキルの変化に着

目して 

共著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

2013.6 

 

 

 

 

 

2015.6 

 

 

 

2016.12 

 

 

 

 

 

2023.3 

人間の発達（仙台白百合女子

大学人間発達研究センター紀

要）第 8号 

 

 

 

人間の発達（仙台白百合女子

大学人間発達研究センター紀

要）第 10号 

 

人間の発達（仙台白百合女子

大学人間発達研究センター紀

要）第 11号 

 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 第

27号 

森本幸子・神

田あづさ・皆

川美雪・佐々

木美恵・遠藤

寛子 

 

 

 

 

 

森本幸子・皆

川美雪・神田

あづさ・佐々

木美恵・遠藤

寛 

 

結城裕也・家

子敦子 

23-32頁 

 

 

 

 

 

29-36頁 

 

 

 

41-47頁 

 

 

 

 

 

15-25頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳 

共訳 

発行または発表 

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合） 

監修者名と当該訳者 

数（監修訳書の場合） 
該当頁数 

    

 

   

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1. 女子大生にとって大切な・身近なモノや人：紙上ソーシャルアトムを活用して 

 

2012.11 

 

日本精神衛生学会第 28回大会（東京農工大） 

 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 



 

日本家族心理学会 

日本心理臨床学会 

日本精神衛生学会 

日本カウンセリング学会 

日本学生相談学会 

 1993 

1996 

1996 

1999 

2008 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度 

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

 

 

    

 

３．特記事項 

［学内の活動］ 

1. 学生相談室 カウンセラー（2000. 10～現在） 

2. 学生相談室 室長（学生相談室支援委員会委員長兼務） （2011.4～2013.10） 

3. 学修支援センター 学生相談室 主任（2015.4～2020.3） 

［学外の活動］ 

1.  2003～2010年度 ：「家族相談士」養成講座（仙台会場） 講師  担当「家族アセスメント」 

2.  2009年度 （200.9.9.27）：「家族相談士」継続研修講座 講師 テーマ「カウンセリングに活かすアセスメント技法」 

3.  2009年度 （2009.5.16 & 10.31） ：公立保育所合同業務研修（太白保育所・八木山保育所） 講師 講義および事例検討 

4.  2012～2013年度：復興大学復興人材育成教育コース「復興の思想」 講師  担当「復興の心理」（2コマ） （2012.5.12 & 5.19）（2013.5.11＆5.18） 

5.  2012年度 （2012.12.19）：のびすく泉中央「育ちの楽校」 講師 テーマ「気になる！子どものしつけについて～2、3歳児のへの親の関わり」 

6.  2012年度 （2013.2.16）：福島県北精神保健福祉士会×医療ソーシャルワーカー協会×社会福祉士会（合同研修会） 講師 テーマ「支援者の役割★私のキモチ」 

7.  2013～2018年度 （2013.7～2019.6）：宮城県臨床心理士会 倫理委員 

8.  2016年度（2016.11.19）：宇都宮家庭裁判所「家裁調査官研修」 講師 テーマ「家族関係単純図式投影法の活用：家族アセスメントの視点から」  

9.  2017年度（2017.9.21）：宮城子ども総合センター「現任保育士研修」 講師 テーマ「保護者や保育士間のコミュニケーションについて」 

10.  2020年度～現在：仙台いのちの電話 専門委員 

            ・（2020.11.14） 電話相談員養成講座 講師 担当「カウンセリング理論Ⅰ・Ⅱ」 

・（2021.7.25） 第 8期ボランティアリーダー養成講座 講師 担当「発達心理学からみる近年のライフスタイルにおける諸問題」 

・（2022.2.12） 電話相談員養成講座 講師 担当「カウンセリング理論Ⅰ・Ⅱ」 



 

・（2023.7.1） 第 49期電話相談員養成講座 講師 担当「家族の心理」 

・（2023.11.26） 第 9期ボランティアリーダー養成講座 講師 担当「家族心理学身にみる近年の諸問題」 

・（2024.4.28） 仙台いのちの電話 2024年第 1回公開講座 講師 「家族との関係を描く－家族理解と家族レジリエンス－」 

・（2024.6.1） 第 50期電話相談員養成講座 講師 担当「家族の心理」 

 


